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	上記で得られた科学的知見を国内外の学会等で発表した。また研究会を企画し、放射線の健康影響に対する不安軽減にむけた活動を行った。
	高線量率放射線被ばくにより誘発される腫瘍数に対する線量効果反応は、幼体期ではしきい値なし直線モデルが、成体期ではしきい値あり直線モデルが最も当てはまることが示された。一方、今回行った実験条件における単位線量あたりの線量率効果係数は幼体期よりも成体期で高く、幼体期では被ばく時年齢による感受性が線量率効果に大きく関与することが明らかとなった。

